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北海道配偶者暴力防止及び被害者保護等･支援に

関する基本計画の改定について

本年３月に、第３次男女平等参画基本計画を策定したこと、また、平成２６年７月に策

定した現行の「第３次配偶者暴力防止基本計画」が平成３０年度で計画期間を終了するこ

とから、平成30年度中に新たに「第４次配偶者暴力防止基本計画」を策定する。

【計画の策定状況等】

計 画 の 名 称 策定年月 計画期間 備 考

北海道配偶者暴力防止及び被害者保護 Ｈ18.３ Ｈ18～Ｈ20 H16.12、国が基本方

・支援に関する基本計画 （３年間） 針を策定

第２次北海道配偶者暴力防止及び被害 Ｈ21.３ Ｈ21～Ｈ25 H20.1、基本方針改定

者保護・支援に関する基本計画 （５年間）

第３次北海道配偶者暴力防止及び被害 Ｈ26.７ Ｈ26～Ｈ30 H25.6、法改正

者保護等・支援に関する基本計画 （５年間） H26.1、基本方針改定

１ 基本計画の改定にあたっての考え方

（１）国の基本方針に即して策定する。

（２）第3次配偶者暴力防止基本計画をベースとする。

（３）第3次配偶者暴力防止基本計画の策定以降の社会情勢の変化を踏まえるとともに、平

成30年度に実施する道民意識調査の結果を反映し策定する。

（４）道民にわかりやすい、内容となるように努める。

２ 第４次配偶者暴力防止基本計画（たたき台）の構成

第１ 計画の趣旨 １ 計画策定の趣旨

２ 計画の位置づけ

３ 計画の期間

第２ 配偶者からの １ 被害の状況

暴力の現状 ２ 相談等の状況 （1）全国の状況、 （2）北海道の状況

（3）全国との比較

第３ 施策の概要 １ 基本的な考え方

２ 施策の体系

第４ 基本的な方向と Ⅰ 配偶者からの暴力の根絶

具体的な取組 目標１ 配偶者からの暴力防止に向けた啓発

目標２ 被害者の発見や相談体制の充実

目標３ 安全な保護のための体制の整備･充実

目標４ 被害者の自立の支援

目標５ 関係機関､団体相互の連携協力

目標６ 職務関係者の研修、人材育成等の充実

目標７ 苦情への適切な対応

Ⅱ 男女平等参画を阻害するあらゆる暴力の根絶

３ 第３次計画からの主な変更点

(1) 計画における配偶者の定義を明確にするとともに、「生活の本拠を共にする交際相手」に

は、同性を相手とする交際も含むことを明記した。

(2) 配偶者からの暴力の現状（相談、一時保護、保護命令）について、全国との比較を記載。

(3) 「男女平等参画を阻害するあらゆる暴力の根絶」に係る施策の方向を示す計画であること

から、DV以外の暴力に関しての取組を記載。


